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�
月　

日
、
真
庭
市
制
施
行　

周

��

��

年
記
念
式
典
が
久
世
エ
ス
パ
ス
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
行
政
関
係
者
や

市
民
ら
約
�
�
�
人
が
参
加
。
市
内

高
校
生
に
よ
る
市
民
憲
章
朗
読
、
市

政
に
功
労
が
あ
っ
た　

個
人
・
団
体

��

へ
の
表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
後
半
は

市
民
で
作
る
コ
ン
サ
ー
ト
形
式
で
、

こ
の
日
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
祝
祭

合
唱
団
と
祝
祭
管
弦
楽
団
が
、　

周
��

年
を
記
念
し
て
作
曲
さ
れ
た
「 
水  
 々

み 

ず

集
う
」
と
「
ま
に
わ
の
る
ら
ら
」
を

初
披
露
し
ま
し
た
。式
典
の
最
後
は
、

来
場
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
歌

い
閉
幕
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に

は　

周
年
記
念
版
ま
に
ぞ
う
の
原
画

��
展
示
や
市
民
か
ら
応
募
さ
れ
た
真
庭

の
「
人
」
展
が
来
場
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

オープニングで真庭の映像に合
わせ演奏するＡＫＩＫＯ（真庭市在
住）さんと多久さん
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　　作曲・フルート：ＡＫＩＫＯ
　　ピアノ　　　    ：多久雅三
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　［祝祭合唱団］
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　［祝祭管弦楽団］

��������
���������

　［祝祭管弦楽団と祝祭合唱団］
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　［全体合唱］

　　 �������

①主催者あいさつで「これまでの既
成概念を乗り越え、挑戦する自治体
だけが生き残れる。大合併の成果を
発揮できるよう市民とともに歩みた
い」と述べる太田市長②10周年記念
版まにぞうの原画を見る来場者③真
庭の「人」展で知り合いを探す来場者

�

真庭市制施行真庭市制施行����周年記念式典周年記念式典
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祝祭合唱団と祝祭管弦楽団が節目を記念して作曲された曲を披露
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祝祭管弦楽団による迫力のある演奏

会場に響き渡る歌声の祝祭合唱団

��

　市政に功労のあった個人、団体
の皆さんに対して表彰状、感謝状
が渡されました。真庭市誕生以来�
年間真庭市長を務められた井手紘
一郎氏が自治功労表彰を受けられ
たほか、��人（団体）に表彰状が、�
人（団体）に感謝状が贈呈されまし
た。（敬称略・順不同）
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井手紘一郎

������
木質資源安定供給協議会
真庭バイオマス発電（株）
石賀　久
（株）トンボ
ＮＰＯ法人勝山・町並み委員会
國本敏雄
寺坂昌三
高月国光
矢吹良文
高本敦基
安東彩羽
森田岳人
森田大地
行部仁香乃
大倉僚介
築澤咲音
田中来菜実
樋口重敏
原田喜市

�����
杉山元巳
金田達三
田中直子
藻谷浩介
井上恭介
夜久恭裕
（一社）真庭市医師会
（一社）真庭歯科医師会
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　有平英樹（真庭高校）

　笹尾陽香（勝山高校）

　宮本直樹（真庭高校）

　大森早葵（勝山高校）

　梶岡陽菜（真庭高校）

　磯田光希（勝山高校）

　林　優花（真庭高校）

　小河原颯馬（真庭高校）

真庭高校と勝山高校の生徒が、
市民憲章を順番に朗読
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少
子
高
齢
化
と
あ
ら
ゆ
る
面
で

の
格
差
が
わ
が
国
の
重
要
な
問
題

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応

す
る
処
方
箋
の
一
つ
が
、「
地
方
創

生
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

真
庭
市
で
は
、
こ
の
問
題
意
識
を

持
っ
て
、
既
に
一
昨
年
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま

し
た
。
第
�
次
真
庭
市
総
合
計
画

の
前
倒
し
策
定
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
導
入
、
交
流
定
住
セ
ン
タ

ー
の
設
置
、
地
域
活
性
化
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
の
取
り
組
み
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
が
、
改
正
地
域
再
生
法
に
よ

る
「
地
域
再
生
計
画
」の
第
一
号
認

定
や
、政
府
の「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
」
関
連
補
正
予
算
へ
の
迅
速

な
対
応
へ
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
地
方
創
生
の
動
き

を
先
取
り
す
る
対
応
が
で
き
て
い

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
総
合
計
画
が
�
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

今
と
将
来
に
向
け
て
「
や
る
べ
き

こ
と
」「
で
き
る
こ
と
」
を
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
た

め
の
「
道
し
る
べ
」
で
す
。

　

こ
れ
に
基
づ
い
て
個
別
計
画
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
が
、
急
を
要

す
る
も
の
は
計
画
策
定
を
待
つ
こ

と
な
く
適
宜
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
は

当
然
人
口
で
す
。
こ
れ
か
ら
人
口

減
少
と
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、

年
齢
構
成
が
大
き
く
変
化
し
ま
す

が
、
減
少
を
少
し
で
も
緩
や
か
に

し
、
な
る
べ
く
早
く
年
齢
構
成
を

安
定
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
口
の
社
会
増

（
転
入
超
過
）
に
果
敢
に
挑
戦
し
、

自
然
減
を
減
少
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
、
安
心
し
て
子
育
て
や
教
育

が
で
き
る
環
境
の
整
備
、
経
済
活

動
の
維
持
発
展
、
社
会
保
障
の
安

定
な
ど
を
図
る
こ
と
が
、
将
来
の

行
政
経
営
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

で
す
。
真
庭
市
で
は
、　

年
後
の

��

�
�
�
�
年
に
総
人
口
を
�
万
�

千
人
と
す
る
目
標
値
を
設
定
し
、

全
て
の
施
策
を
こ
の
目
標
に
結
び

付
け
て
い
き
ま
す
。
こ
の
厳
し
い

目
標
は
行
政
だ
け
で
達
成
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
市
民
全
体
の
行

動
や
市
民
運
動
と
の
連
携
が
不
可

欠
で
す
。

　

平
成　

年
�
月
第
�
回
真
庭
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
太
田
昇
市

��

長
が
所
信
表
明
演
説
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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安倍首相から認定証を受け取る太田市長

新総合計画を推進し、地方創生に意欲的に取 り 組む
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い
て
も
市
役
所
と
市
民
が
対
等
な

立
場
で
議
論
し
、
意
見
を
交
換
し

合
う
『
市
民
会
議
』
を
立
ち
上
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
会

議
は
、「
産
官
学
金
労
言
（
※
）
」
と

「
一
般
公
募
」
に
よ
り
構
成
し
、
政

策
提
言
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
戦
略
策
定
後
も
、
地
方
創
生

事
業
の
推
進
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
普
遍
的
な
基
本
条
件
が
あ
る

こ
と
を
歴
史
か
ら
学
ば
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
つ
は
、
地

域
経
済
の
活
性
化
で
あ
り
、
二
つ

目
は
、
次
代
を
担
う
人
材
養
成
と

若
者
の
活
躍
で
す
。
そ
し
て
三
つ

目
が
、
行
政
推
進
体
制
が
質
実
剛

健
か
つ
健
全
財
政
で
あ
る
こ
と
で

す
。
こ
の
視
点
に
立
ち
、
時
代
の

動
向
を
見
据
え
な
が
ら
大
胆
か
つ

緻
密
に
「
カ
イ
カ
ク
・
カ
イ
ゼ
ン
」

を
進
め
、
地
方
創
生
の
総
合
戦
略

を
作
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
目

指
す
の
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
将

来
へ
の
希
望
に
溢
れ
、
今
を
生
き

る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
真
庭
市

に
住
み
続
け
た
い
と
実
感
で
き
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
。
人
や
企
業

を
引
き
つ
け
る
魅
力
あ
る
真
庭
づ

く
り
を
進
め
、「
真
庭
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
・
真
庭
市
の
豊
か
さ
」
を
実

現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

異
業
種
交
流
事
業
（
北
房
）
な
ど

で
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
・
教
育

分
野
で
は
、
本
の
香
り
が
す
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
、
都
市
づ
く
り
分

野
で
は
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

再
編
検
討
事
業
な
ど
を
展
開
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

市
内
消
費
を
刺
激
す
る
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
、
ひ
と
り
親
世
帯

の
生
活
支
援
と
し
て
子
育
て
世
帯

応
援
事
業
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

新
総
合
計
画
策
定
の
過
程
で
、

「
も
の
が
た
り
会
議
」が
政
策
提
言

「
山
中
八
咲
」を
と
り
ま
と
め
る
な

ど
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
教
訓
と
し
て
、
戦
略
策
定
に
お

　

地
方
創
生
を
推
進
す
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
�
年
間
で
実
施
す

る
施
策
を
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
と
し
て
ま
と

め
ま
す
。
真
庭
市
が
持
続
可
能
な

地
方
都
市
と
し
て
生
き
残
る
た
め

に
、
市
民
と
行
政
が
将
来
を
見
据

え
た
議
論
を
行
い
、
市
民
参
加
に

よ
る
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
考
え

で
す
。
こ
の
戦
略
を
、
新
総
合
計

画
の
実
施
計
画
と
位
置
付
け
て
、

具
体
的
な
施
策
や
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
雇
用
創
出
分
野

で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
普
及
推
進
や
真
庭

産
材
の
安
定
供
給
の
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
む
「
木

を
使
い
切
る
真
庭
」
創
造
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
真
庭
市
を
林
業
経

営
の
さ
ら
な
る
先
進
地
に
す
る
た

め
、
林
業
特
区
も
視
野
に
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
交
流
・
定
住
分
野
で
は
、
�

月
か
ら
各
地
域
の
市
民
が
推
進
の

主
役
と
な
っ
た
地
域
活
性
化
事
業

を
中
心
に
展
開
し
ま
す
。
中
世
式

内
八
社
の
歴
史
を
つ
な
ぐ
事
業

（
湯
原
）、
香
杏
館
を
活
用
し
た
交

流
定
住
拠
点
創
出
事
業
（
美
甘
）、

�月に完成したＣ Ｌ Ｔ春日住宅
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※産官学金労言とは
産業界（産） 、行政（官）、教育機関（学）、金融機
関（金）、労働団体（労）、マスコミ（言）の各界が
協力して物事を進めていくという視点
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